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   《 3月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              
○４月 ７日（日）統一地方選挙 県議会・神戸市議会 
〇４月１９日（金）19時15分 神戸支部研修会（婦人会館）『楠公景仰の歴史と現代』/垣田宗彦氏（湊川神社宮司）５百円 

○４月２１日（日）統一地方選 姫路・明石・西宮・芦屋・伊丹・相生・宝塚・三木・小野市議会・播磨・太子町議会 姫路・芦屋市長 
〇４月２９日（月・祝） ７時 神戸護國神社清掃奉仕活動 お結びとお茶  
〇４月３０日（火祝）「退位礼正殿の儀」  
〇５月 １日（水・祝）「剣璽等承継の儀」「即位後朝見の儀」 
〇５月 ２日（木・祝）１０時半～姫路護國神社春季慰霊大祭  
〇５月 ３日（金・祝）午前 街頭活動（神戸） 午後 憲法フォーラム（県中央労働センター（神戸）予定）  
〇５月 ６日（月） １０時半～神戸護國神社秋季慰霊大祭 
○７月７日(日) １３時半 女性の会教育講演会（生田神社/荒谷卓氏「サムライ精神を復活せよ！～君民一体の國 日本～」） 

○7月15日(月・祝)午後 日本会議兵庫県本部総会記念講演会（ホテルニューアワジプラザ淡路島/山田蓉氏（元掌典次長）） 

《
平
成
三
一
年
建
国
記
念
の
日

を
祝
う
会(

神
戸)
」
及
び 

「
天
皇
陛
下
御
在
位
三
〇
年
を

お
祝
い
す
る
県
民
の
集
い
」
》 

 

平
成
三
一
年
二
月
一
一
日 

(
月)

 

一
三
時
〇
〇
分
、
兵
庫
県
民
会
館 

九
階
に
て
実
施
。
約
三
六
〇
名
の
参

加

者

が

集

い

ま

し

た
。 

 

主
催
者
を
代
表
し
、
家
次 

恒
様

(

兵
庫
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭 

)

か
ら
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
祝

辞
と
し
て
井
戸
敏
三
様(

兵
庫
県
知

事)

、
久
元
喜
造
様(

神
戸
市
長)

、
谷

公
一
様(

自
民
党
県
連
合
会
長
・
衆
議

院
議
員)

か
ら
、
招
待
者
と
し
て
は
る

か
の
ひ
ま
わ
り
の
は
る
か
さ
ん
の
元

本
山
第
二
小
学
校
校
長
の
岩
本
し
ず

子
様
か
ら
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

『
祈
り
の
歌
』
と
題
し
て
、
涼
恵

様(

小
野
八
幡
神
社 

権
禰
宜)

に
よ
る

御

公

演

が

な

さ

れ

ま

し

た
。 

 

さ
ら
に
、
松
浦
光
修
先
生(

皇
學
館

大
学
教
授)

に
よ
る
記
念
講
演
が
『
天

皇
陛
下
の
大
御
心
と
祈
り
』
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 



 

《
新
年
祈
願
祭
》 

 

中
・

西
播
磨
支
部 

今
年
も
早
々
の

一

月

六

日

（
日
）
に
中
・

西
播
磨
支
部
は

「
新

年

祈

願

祭
」
を
兵
庫
縣

姫
路
護
國
神
社

に
お
い
て
開
催

し

ま

し

た
。

年
々
少
し
ず
つ

で
す
が
参
加
者

が
増
え
て
い
く

の
を
役
員
一
同

う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
定

刻
の
十
一
時
に

姫
路
護
國
神
社

本
殿
に
入
り
、

お
祓
い
を
受
け

て
宮
司
の
祝
詞

を
聞
く
。
三
木

支
部
長
の
玉
串

奉
納
に
併
せ
て

二
礼
二
拍
手
一

礼
の
拝
礼
を
す

る
。
御
神
酒
を

い
た
だ
き
、
晴

れ
上
が
っ
た
美

空
の
も
と
社
頭

に

於

い

て

宮

司
、
支
部
長
を
中
心
に
当
日
の
参
加

人
数
四
十
六
名
記
念
撮
影
を
す
る
。 

 

直
会(

懇
親
会)

は
、
本
来
当
神
社

「
参
集
殿
」
の
予
定
で
し
た
が
、
あ

い
に
く
結
婚
式
と
重
な
り
、
少
し
離

れ
た
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
神
社
と

は
少
し
離
れ
た
姫
路
駅
近
く
の
福
亭

（
姫
路
市
亀
井
町
）
で
開
宴
。
こ
こ

へ
の
参
加
者
は
三
十
四
名
と
な
り
ま

し
た
。 

私
た
ち
中
・
西
播
磨
支
部
の
新
年
祈

願
祭
の
一
番
の
目
的
は
、
直
会
（
懇

親
会
）
を
通
じ
て
互
い
の
意
思
を
通

じ
合
い
、
綱
領
に
う
た
う
行
動
の
輪

が
広
が
る
こ
と
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
神
さ
ま
の
お
力
添
え
や
お
酒
に

よ
る
胸
襟
を
開
い
た
懇
親
が
と
て
も

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
参
議
院

片
山
大
介
先
生
（
秘
書
）
か
ら
の
国

政
に
関
す
る
話
や
マ
ス
コ
ミ
が
入
手

す
る
、
「
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
」

と
す
る
産
経
新
聞
大
阪
本
社
・
正
論

室
長
の
ス
ピ
ー
チ
を
始
め
、
真
似
る

よ

う

に
「
こ

こ

だ

け

の

話

で

す

が･
･
･
･
･
･
･

」
と
多
く
の
参
加
者
が
自

発
的
に
立
ち
、
日
頃
の
思
い
を
面
白

お
か
し
く
、
且
つ
大
層
に
発
言
い
た

だ
く
賑
わ
い
あ
る
直
会
（
懇
親
会
）

に
な
り
ま
し
た
。(

中
西
播
磨
・
Ｈ) 

  

《 

第
六
回
学
習
会 

》  

平
成
三
〇
年
一
二
月
一
日
（
土
）
、

兵
庫
縣
姫
路
護
國
神 

社
参
集
殿
に
お

い
て
、
定
例
の
学
習
会
を
実
施
し

た
。
「
伊
藤
博
文
」
佐
伯
正
夫
特
別

講
師
。
参
加
は
約
一
二
〇
名
。
立
ち

見
が
で
き
る
盛
会
と
な
っ
た
。 

   平成31年 3月25日発行  日本の息吹（兵庫県版） 第208・209合併号 


